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り､ 生活を捉えるときに､ １､ ２年生のとき
にも家族の生活に目を向けられるようにして
いますけれども､ そういった基礎教育の中で
家族の役割というのも視点とし捉えていくと
いうことも重要だと思います｡ さらに､ 現場
の中では､ チームカンファレンスをする中で､
家族へケアをできる力を育てていくというの
が大事です｡ チームカンファレンスというの
はフォーマルに事例について話すときもある
だろうし､ インフォーマルな感じで雑談のよ
うに話すこともあるかもしれないですが､ み
なさん一人ひとり家族に関する情報を豊かに
持っています｡ それを共有していく場がない
というのが､ 家族の理解につながっていかな
いことの一因なのかなとも思いますので､ み
なさんの持っている情報を共有するためにチー
ムカンファレンスを活用していくとか､ 在宅
のところでは川上さんの話では､ 地域の訪問
看護師が家族の情報をほしいのは退院前だと
話がありました｡ なので､ 入院中の期間から
在宅でケアをうけることになる医療従事者と
一緒にカンファレンスしていく｡ いろんな職
種の人が集まっておこなう医療カンファレン
スをする中で､ 家族の生活に目をむけられる
ような医療を展開していくことができるので
はないかと思います｡
◆まとめ
家族が自らのセルフケアにも目を向け､ そ
の家族らしい､ 健康的な家族生活を維持・増
進していくことができるように､ 看護者とし
て家族と協働関係を結びながら生活者として
の家族を支援していくこと､ というのが､ 看
護者としての家族看護実践における役割だと
思います｡ 施設内・在宅というご自分の働い
ている場に限定するのではなく､ その先ある
いは前の部分で患者・家族はどのような生活
をしていたのだろうかということに目をむけ
ながら､ 患者さんを抱えながら家族が受けて
いる影響ということを視点にいれながら､ 家
族全体で生活を営んでいけるということを意
識しながら､ 看護を提供していっていただき
たいと思います｡ そして､ パートナーシップ
を大事にしていくということで､ 共に目標を
考えるとか､ いろんなことを共に考えながら
支えていく看護を提供していくことが大切だ
ろうと思います｡
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